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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、近代以降，東アジア諸地域で活発な活動を展開した民衆宗教教団によって作成さ
れ、各地文書館・図書館に埋もれている雑誌・パンフレット等を掘り起こして検討を加え、そ
の歴史的役割に新たな光を当てたものである。その結果、近代以降人やモノの移動が活発化す
るにつれ、民衆諸宗教が地域・国家を超えて広がりを見せたこと、植民地地域においては民衆
宗教がナショナリズム運動と深いかかわりをもったこと、「五教帰一」論など諸宗教の融合を主
張する宗教的なユニバーサリズム論が登場したこと、などが明らかとなった。 
  
 
研究成果の概要（英文）： 
 This project shed light on the role of the new popular religions in modern East Asia by 
analyzing the contents of their periodicals and pamphlets which are reserved in many 
archives and libraries. By this research, we made clear that these religions spread to many 
countries crossing the border, had close relations with the nationalistic movements during 
the colonial era, and some religions claimed the need of the unification of all the world 
religions, especially, Confucianism, Taoism, Buddhism, Islam, and Christianity. 
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１．研究開始当初の背景 
従来，中国・台湾・ヴェトナム等の東アジア

地域の宗教運動に対する研究はもっぱら一
国史研究の枠内で行われてきた。中国におい



ては，宗教結社や義和団などの民衆運動の展
開が詳細に検討され，東南アジア地域におい
ては華人の宗教運動が議論されてきた。しか
し，18～19 世紀以降の東アジアにおいて人
やモノ，情報の移動が活発に繰り広げられて
いたことが明らかになりつつある現在，宗教
運動の研究においても，一国史という枠組み
を超えて域外地域への諸宗教の伝播と土着
化，さらには諸地域間の交流に目を向けるこ
とが必要になっているといえよう。 
とりわけ近年，中国と周辺諸国とのボーダ
ーレス化が急速に進展し，従前にもまして人
的，文化的交流が緊密化している。こうした
状況の祖型ともいえる状況が生まれたのは，
近代の東アジアにおいてである。この時期に，
たとえば日本の大本教と中国の紅卍字会と
の間に緊密な交流が生まれ，中国の扶鸞文化
の影響下にヴェトナムのカオダイ教が勃興
するなど，東アジア諸地域間において，宗教
者同士が緊密に交流し合い，諸宗教が相互に
影響を与えあう現象が生まれていた。しかし，
こうした相互伝播・交流の側面に着目した研
究はこれまでなされてこなかった。 
 
２．研究の目的 

 本研究においては，東アジアの中核地域で
形成され，とりわけ近代東アジアの諸地域に
普及・定着していった民衆諸宗教に着目し，
その地域間交流の実態を明らかにすること
につとめる。そのために，近年公開され始め
たアーカイブズ史料の積極的利用をはかる。
中国「旧満洲」や上海・重慶等旧租界地，
日本統治下の台湾，フランス植民地下のヴ
ェトナムにおいては，宗教者を含めた人の
移動に対するコントロールが行われていた
こともあり，宗教者・宗教関連メディアの
広域移動を文書史料によって追跡すること
がある程度可能となる。 
 その上で情報メディアに対する分析を行
う。とくに雑誌やパンフレットは近代に登場
した重要な宣伝媒体であり，そこでの論説・
記事は宗教団体の主張や時代・世相解釈を知
る上で貴重な材料である。これら雑誌・パン
フレット類の制作主体を明らかにしつつ，詳
細な解題を作成することによって，民衆宗教
団体の「近代」への適応状況及び近代におい
て民衆宗教団体が果たした役割を検討する
ことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 上記の課題を進めるため、主として以下の
方法に基づいて研究を進めた。 
（1） 海外文書館・図書館等における史料

調査 
①2007 年度： 
フランス・パリのギメー美術館、フ
ランス陸軍省文書館（研究代表者武

内房司）、台湾・国史館及び中央研究
院近代史研究所档案館（研究分担者
菊池秀明、研究協力者張士陽（早稲
田大学））、 
中国国家図書館・吉林省档案館・中
国第二歴史档案館（研究分担者孫江）、
ヴェトナム・ホーチミン社会科学院
社会学研究所、ホーチミン政治学院
宗教研究所（研究分担者今井昭夫）、
広西師範大学歴史旅遊系（研究分担
者並木頼寿）、香港中文大学図書館・
香港大学図書館（研究協力者倉田明
子（学振特別研究員））、上海市档案
館・上海市図書館（研究協力者宮田
義矢（東京大学大学院））、中国重慶
市档案館・重慶市図書館・北碚区図
書館、大足県档案館、大足県図書館
および成都の四川省図書館（研究協
力者小武海櫻子（学習院大学大学
院））。 
②2008 年度： 
ヴェトナム・漢喃研究院等（武内房
司、今井明夫）、中国・上海市档案館、
上海市図書館（孫江）、台湾国史館分
館（張士陽）、中国国家図書館・北京
市档案館（宮田義矢・小武海櫻子）、
香港・中文大学図書館、中国・中山
大学図書館（倉田明子）。 
③2009 年度： 
台湾・国家図書館、淡江大学図書館、
成功大学図書館（連携研究者胎中千
鶴） 

（2）  海外研究者を交えた共同研究会の
開催： 
①2008 年度： 
中国人民大学副教授曹新宇・山東
大学教授劉平・神奈川大学名誉教
授小林一美各氏を招聘し，「中国
民衆宗教運動史研究の現在」と題
するミニ・シンポジウムを開催し
た(2009 年 3 月 6 日、山梨県本栖
寺)。 
②2009 年度： 
オランダ・ライデン大学中国学研究
所教授バレンテ・テア・ハーレ氏に
よる講演会を開催した（2009 年 5 月
17 日、学習院大学）。 

（3） 民衆宗教団体への訪問調査： 
2008 年 3 月 10 日、プロジェクトメン
バーで京都・亀岡の大本教本部教学
研鑽所を訪問し、大本教本部に残さ
れている諸資料を閲覧、世界紅卍字
会等の東アジア宗教諸団体との交流
事情を調査した。 

 
４．研究成果 
 上記各国文書館・図書館等における史料調



査をつうじて、以下の事実が明らかとなった。 
（1）中国においては民国時期に民衆宗教団
体によって多くの雑誌が刊行されるなど、雑
誌という広域流通を可能とするメディアを
つうじて近代の時代状況に即した布教活動
が展開していた。 
（２）中国の世界紅卍字会と日本の大本教、
ヴェトナム・カオダイ教と大本教とに間に提
携関係が樹立されたことに象徴されるよう
に、これら民衆諸宗教の間で地域・国家を超
えた密接な交流が生まれていた。 
（３）民衆宗教は清末・民国期の同善社や明
達慈善会のように慈善事業を推し進めるこ
とによって、あるいはヴェトナムの善壇運動
や宝山奇香教、カオダイ教などのようにナシ
ョナリズム運動に積極的にかかわることで、
在地社会において社会的認知を獲得してい
た。 
 こうした史料調査の成果を踏まえ、2009 年
度には、近代東アジアの民衆宗教史研究で優
れた研究を行っているシンガポール国立大
学教授プラセンジット・ドゥアラ、ヴェトナ
ム南部持続発展研究所研究員チャン・ホン・
リエン、香港・中文大学准教授游子安、台湾・
南台科技大学准教授王見川各氏を招聘し、近
代において、東アジアにおいて地域横断的な
布教活動を展開した民衆諸宗教に関する国
際シンポジウム「越境する近代東アジアの民
衆宗教～移動・交流・変容」を開催した（2009
年 10 月 17 日、学習院大学）。そこでの研究
報告・コメントを基礎として、研究分担者・
連携研究者・研究協力者がプロジェクト期間
中に蓄積してきた研究成果を合わせて、明石
書店より、論文集『越境する近代東アジアの
民衆宗教～中国・台湾・香港・ベトナムそし
て日本』を刊行した。また、この論文集には、
プロジェクトで取り組んだ民衆宗教団体の
発行した宗教雑誌の解題を盛り込んだ。 
 以上のように、従来、宗教結社ないしは秘
密結社として否定的に扱われてきた民衆宗
教が、近代東アジア世界において移民社会や
植民地状況において生起するさまざまな諸
問題に積極的に対応し、社会に定着していっ
たことが明らかとなった。 
 ただ、これらの民衆宗教諸団体が果たした
社会的役割を一層明らかにするためにも、各
地で展開した教育事業・慈善事業等の具体相
についてさらなる検討が加えられることが
必要となろう。今後の課題としたい。 
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